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2023年 3月期 7月度の月末運用資産残高のお知らせ、お知らせの終了 

および今後のアセット・マネジメント事業について 

  

2023年 3月期 7月度の概況及び月末運用資産残高につきまして、以下のとおりお知らせいたします。 

当月の株式市場は、TOPIX が前月末比 3.71％上昇、S&P500 が 9.11％上昇、ユーロ・ストックス 50

指数が 7.33％上昇、MSCI AC Asia Pacific 指数が 1.47％上昇で推移しました。 

ヘッジファンド市場は、HFRX Global Hedge Fund 指数が前月末比 0.54％上昇で推移しました。 

コモディティ市場は、CRB 指数は 0.31％上昇で推移しました。 

 

当月の当社グループが運用する資産残高は、237,887百万円（前月比 8,324 百万円（3.38％）減少）

となりました。 

 

なお、2022 年７月 29 日付で開示した「持分法適用関連会社の異動（譲渡）および特別利益の発生に

関するお知らせ」のとおり、PayPay アセットマネジメント株式会社（以下、「PPAM 社」）は当社の持分

法適用関連会社ではなくなりました。これに伴い、月次にて開示している各月末時点における運用資

産は、その大半が PPAM 社に帰属するものであったことから、当社グループの業績に連動する指標とし

ての重要性が著しく低下するため、当該運用資産の残高については、本日の開示をもって終了いたし

ます。 

 

アセット・マネジメント事業セグメントについては、今後は以下体制で推進してまいります。 

① アストマックス・ファンド・マネジメント株式会社：適格機関投資家特例業務 

適格機関投資家を対象に、主としてベンチャー企業等に投資するベンチャーキャピタルファン

ドの運用業務を行っております。 

② アストマックス株式会社 

主に再生可能エネルギーをはじめとするカーボンニュートラルに向けた取組みのファンド化や

当社における他の総合エネルギー事業とのシナジー効果が期待される領域の事業展開等に重点

を置きます。 

 

【運用資産残高】 

（単位：百万円） 

アセット・     

マネジメント事業 

2022 年 

4 月 

2022 年 

5 月 

2022 年 

6 月 

2022 年 

7 月 

2022 年 

8 月 

2022 年 

9 月 

証  券 235,920 236,929 246,212 237,887   

合  計 235,920 236,929 246,212 237,887   

(注)１．上記の数値は、原則毎月第 10 営業日までに開示いたします。 

  ２．上記の数値は、概算値を含んでおります。 

  ３．概算値は翌月以降、確定次第確定値に変更いたします。 



 

 

 

 

（※）国内外投資信託に係る運用は純資産総額ベース、それ以外の運用は契約資産ベースで記載しております。 

 

 

  

 

 

（※）上記パイチャートは実質的投資先での区分に基づいており、「運用資産残高」一覧の契約による区分に基づ

く数字とは異なります。 

以上 


